













いかにしてもう一度立ち上がるか : これからの 100 年を見据えて : 「苦
難に寄り添い前に向かう教会」実施結果 : アンケート集計結果の概要（総
合研究所 News : 第 2 回「東日本大震災国際神学シンポジウム」) 
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　 1 年に 1 回ではなく、季節ごとに 1 つのテーマ
（例　A-Kの中のひとつ）を掲げて話し合い、分か
ち合いがなされたら良いと思います。
・初めての参加、なんとすばらしい学びの場だっ
たのでしょう。帰りまして所属する仲間に伝えた
いと思います。ご奉仕にあたられました方々に心
よりお礼申し上げます。
・主題講演はすばらしかった。パネルディスカッ
ションも広がりがあって良かった。
・大変刺激的なシンポジウムでした。もう少し消
化する時間が欲しかったように思います。
・全体を通して具体的な体験をもとにしたお話が
聞けてわかりやすかった。
・大変よく整えられた内容に主にあって心から感
謝でした。
・本当に大変だと思う。日本から原発がなくなる
ことを祈っています。
・大変意義深い内容でした。ありがとうございま
した。
・マウ先生のレクチャーをネットで読めるように
して下さい。
・質疑応答の時間がもう少しあるとよかったです。
